
同
工
場
は
、
公
共
下
水
道
の

区
域
外
に
あ
り
、
水
洗
便
所

（
写
真
左
）
を
使
用
す
る
場
合
、

浄
化
槽
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
浄

化
槽
関
係
の
窓
口
で
あ
る
西
播

磨
県
民
局
環
境
課
に
あ
る
は
ず

の
届
出
と
法
定
検
査
等
の
記
録

が
な
い
こ
と
が
杉
本
ち
さ
と
県

議
と
川
本
孝
明
・
小
林
と
く
じ

市
議
の
指
摘
で
判
明
し
ま
し
た
。

議
員
団
は
問
題
を
重
視
し
、

県
民
局
に
同
工
場
の
立
入
調
査

を
求
め
て
い
た
も
の
で
す
。

県
民
局
は
１
月
27
日
に
同
工

場
の
立
入
調
査
を
実
施
。
浄
化

槽
が
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
「
使
用
停
止
」
を
指
示
、
ま

た
無
届
理
由
や
法
定
検
査
、
保

守
点
検
、
清
掃
の
実
施
状
況
な

ど
の
報
告
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

県
の
指
摘
に
、
6
日
付
兵
庫

奥
栄
建
設
㈱
広
陽
工
場
長
の
報

告
に
よ
る
と
、
無
届
理
由
は

「
メ
ー
カ
ー
代
理
店
に
書
類
が

残
っ
て
い
な
い
た
め
、･･

確
認

で
き
な
い
」
ま
た
、
法
定
検
査

は
平
成
18
年
度
か
ら
「
未
実
施
」
、

さ
ら
に
平
成
22
年
度
以
降
は
、

保
守
点
検
・
清
掃
も
「
未
実
施
」

の
ま
ま
、
水
洗
便
所
を
使
っ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て

い
ま
す
。

県
の
立
入
調
査
以
降
、
水
洗

便
所
は
閉
鎖
し
（
写
真
下
左
）
、

仮
設
ト
イ
レ
（
写
真
下
右
）
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
法
は
、
浄
化
槽
の
無

届
設
置
に
対
し
て
罰
則
３
ヶ
月

以
下
の
懲
役
又
は
50
万
円
以
下

の
罰
金
を
処
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
25
年
間
の
無
届
に
対
す
る

県
民
局
の
対
応
は
、
ま
だ
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

同
業
者
は
、
昨
年
、
縦
覧
し

た
産
廃
最
終
処
分
場
設
置
計
画

に
「
産
廃
の
侵
出
水
は
処
理
設

備
で
浄
化
し
海
へ
流
す
」
と
記

し
て
い
ま
す
。

法
を
守
れ
ず
、
衛
生
管
理
も

ま
と
も
に
で
き
な
い
業
者
の
計

画
な
ど
信
用
で
き
ま
せ
ん
。

党
議
員
団
は
、
県
民
局
に
対

し
浄
化
槽
法
に
も
と
づ
き
、
厳

正
な
処
分
を
求
め
て
い
ま
す
。

共
産
党
備
前
市
議
団
に
よ
る

と
、
備
前
市
の
日
生
町
漁
協
は
、

１
月
28
日
、
臨
時
総
会
を
開
催
、

組
合
員
約
60
人
が
出
席
し
、
産

廃
最
終
処
分
場
建
設
計
画
に
対

し
て
、
岡
山
県
・
備
前
市
と
協

力
し
て
反
対
す
る
こ
と
を
了
承

し
ま
し
た
。

日
生
漁
協
は
、
昨
年
12
月
10

日
、
県
条
例
に
基
づ
く
説
明
会

を
開
催
、
事
業
者
（
兵
庫
奥
栄

建
設
）
か
ら
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
説
明
会
で
は
、
防
水
シ
ー

ト
が
破
れ
た
場
合
の
対
応
や
水

質
へ
の
影
響
、
管
理
体
制
や
風

評
被
害
な
ど
懸
念
の
声
や
事
業

者
へ
の
不
信
感
、
反
対
意
見
が

多
く
出
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

同
漁
協
は
、
12
月
20
日
、
計

画
に
反
対
の
意
見
書
を
西
播
磨

県
民
局
と
事
業
者
に
提
出
し
て

い
ま
す
。
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採
石
場

浄
化
槽
法
違
反

無
届
設
置
25
年

こ
ん
な
業
者
の
産
廃
計
画
、
信
用
で
き
な
い

県
に
厳
正
処
分
を
求
め
る

党
議
員
団

兵庫奥栄建設（株）広陽工場事務所横に設置されている水洗便所

医
学
の
進
歩
は
、
日
進
月
歩
。

日
本
の
研
究
者
に
よ
っ
て
Ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
に
つ
づ
き
、
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｐ
細
胞
が
生
ま
れ
、
再
生
医
療

に
お
け
る
人
類
の
夢
が
無
限
に

広
が
っ
て
い
る
。

資
本
主
義
の
毒
に
お
か
さ
れ

ず
、
人
の
生
命
を
守
る
技
術
と

し
て
発
展
し
て
ほ
し
い
。
こ
の

分
野
は
、
シ
ロ
ウ
ト
が
ど
う
こ

う
で
き
な
い
が
、
身
内
に
認
知

症
患
者
や
要
介
護
高
齢
者
が
い

る
者
に
と
っ
て
は
、
日
々
の
介

護
は
、
待
っ
た
な
し
。

そ
の
点
で
大
い
に
刺
激
を
う

け
た
の
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
見
つ
め

て
触
れ
て
語
り
か
け
て
～
認
知

症
ケ
ア
〝
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
〟

～
」
（
２
月
５
日
）
と
い
う
番

組
。
介
護
し
、
介
護
さ
れ
る
社

会
の
な
か
で
、
介
護
術
や
介
護

知
識
の
普
及
は
官
民
と
も
に
か

な
り
遅
れ
て
い
る
。

肺
が
ん
だ
っ
た
筆
者
の
父
親

が
認
知
症
に
な
っ
て
、
各
施
設

や
病
院
の
や
っ
か
い
に
な
り
、

自
宅
で
も
介
護
し
た
が
、
ほ
と

ん
ど
手
さ
ぐ
り
だ
っ
た
。
あ
る

病
院
で
父
親
が
暴
れ
る
か
ら
と
、

ベ
ッ
ド
に
拘
束
さ
れ
た
姿
を
見

た
時
は
、
や
む
を
得
な
い
措
置

と
は
い
え
、
涙
が
あ
ふ
れ
た
。

あ
れ
か
ら
十
数
年
、
い
ま
も
後

悔
の
念
が
残
る
。

番
組
で
は
、
認
知
症
の
高
齢

者
の
暴
言
、
暴
力
、
徘
徊
な
ど

に
悩
む
医
療
や
介
護
の
現
場
で
、

フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
介
護
術

〝
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
〟
（
「
人

と
接
す
る
」
の
意
）
導
入
の
動

き
が
あ
る
と
紹
介
し
て
い
た
。

「
〝
魔
法
〟
の
高
齢
者
ケ
ア
法
」

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
体
育
学

者
の
イ
ブ
・
ジ
ュ
ネ
ス
ト
さ
ん

が
、
30
年
前
に
「
人
の
尊
厳
を

大
切
に
す
る
」
哲
学
を
基
に
仲

間
と
考
案
、
百
五
十
の
介
護
術

を
編
み
出
し
た
。

〝
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
〟
は
、
同

じ
目
の
高
さ
で
「
見
つ
め
る
」
、

や
さ
し
く
前
向
き
な
言
葉
で

「
話
し
か
け
る
」
、
つ
か
ん
だ

り
し
な
い
で
包
み
込
む
よ
う
に

「
触
れ
る
」
、
そ
し
て
「
立
ち

た
い
」
と
い
う
意
思
を
尊
重
す

る
―
―
の
４
点
が
基
本
だ
そ
う

だ
。
介
護
す
る
側
に
余
裕
が
な

い
と
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

在
宅
ケ
ア
で
も
生
か
す
べ
き
だ

と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

市
の
医
療
・
福
祉
・
介
護
・

保
健
部
門
で
〝
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー

ド
〟
の
研
修
を
う
け
介
護
に
悩

ん
で
い
る
市
民
に
講
習
な
ど
で

広
く
普
及
し
て
ほ
し
い
。
（
Ｎ
）

（
２
０
１
４
・
２
・
23
）

〝
魔
法
〟

の
高
齢
者
ケ
ア

唐
船

板で閉鎖した水洗便所 設置された仮設トイレ

日
生
漁
協

臨
時
総
会
で
反
対
を
了
承

赤
穂
市
で
産
廃
最
終
処
分
場
設
置
を
も
く
ろ
む
兵
庫
奥
栄
建
設
㈱
が
、
採
石
事
業
を
行
っ
て
き
た
福
浦

の
広
陽
工
場
で
、
浄
化
槽
を
25
年
間
無
届
で
設
置
し
、
法
定
検
査
も
受
け
ず
、
採
石
を
や
め
た
平
成
22

年
か
ら
は
浄
化
機
能
を
停
止
し
た
ま
ま
、
水
洗
便
所
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
、
共
産
党
県
・
市
議
の

調
査
で
判
明
、
県
に
対
し
立
入
調
査
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

県
民
局
が
立
入
調
査


